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研究成果概要 
 宇宙線研究所の観測的宇宙論グループを核とし、宇宙再電離の問題解決に向けて研究を

行った。宇宙再電離期(epoch of reionization; EoR)の Lya emitter(LAE)から放射された

Lyα輝線は、中性水素を含む銀河間物質がもたらす Lyα damping wing 吸収により減光

を受ける。そのため、 EoR 初期に向かうにつれ、1) Lyα輝線が明るい LAE が減る、2)Ly
αの輝線幅が広がる、3) 電離が進んでいる領域(ionized bubble)にある LAE は Lyα輝線

の減光をあまり受けないため観測する LAE の分布に再電離起源の密度超過が現れる、と

予想されている。これらをテストするため、我々はすばる望遠鏡の次世代広視野撮像装

置 Hyper Suprime-Cam (HSC)により従来の 100 倍にもなる LAE サンプルを構築し、す

ばるおよび Keck 望遠鏡の分光観測を通して上記３つの効果を測定し、宇宙再電離史モデ

ルに制限をつけるべく研究を進めている。 
 平成２６年度は、すばる HSC による宇宙再電離研究に向けて作成した狭帯域フィルタ

ーの位置毎の透過率特性を把握した上で、実際の観測に必要なディザー幅の決定を行っ

た。また、この HSC の準備研究として地上大型および宇宙望遠鏡を用いた深可視近赤外

線撮像分光による宇宙再電離期の銀河研究を行い１７編の共同研究論文を査読論文誌に

出版した。（例えば、Konno et al. “Accelerated Evolution of the Lyalpha Luminosity 
Function at z >~ 7 Revealed by the Subaru Ultra-deep Survey for Lyalpha Emitters 
at z = 7.3”, 2014, ApJ, 767, 14 や Ishigaki et al. “Hubble Frontier Fields First 
Complete Cluster Data: Faint Galaxies at $zsim 5-10$ for UV Luminosity Functions 
and Cosmic Reionization”, ApJ, 2015, 799, 12 など。） 
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